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結果として現れる定量的および定性的な
評価をどのようにすれば「総合的に測定
できる」のだろうかということでした。

■

それから時が経ち、2001年からFAOの
旗艦プロジェクトである「食料安全保障
特別事業（SPFS）」に参画することになり、
開発途上国の人たちが本当に喜んでくれ
る技術協力とは何か、そしてそれをどのよ

の計画そして建設という現場の仕事に携
わりました。そこでは受益者である農家
の皆さんが喜ぶ顔を見ると本当にうれしく
なりましたし、その逆に負担金ばかりが高
くなるというような苦情もありました。このよ
うにプロジェクトの実施に際しては、いろ
いろな反応があるわけで、農業プロジェ
クトの正確な評価手法について大きな疑
問を持ちました。それは、プロジェクトの

ミャンマー政府の畜産・水産大臣との現地視察（中央が筆者）。

1977年に国際技術協力の世界に足を踏
み入れて以来、33年の歳月を重ねてき
ました。今でも最初の技術協力の地、ブ
ラジルでのことを思い出します。日系人
が多く移住していたブラジル南部のレジ
ストロという街で、輪中方式の圃場整備
について調査・測量・設計・積算を担
当し、専門家として昼夜の隔てなく成果
を求めてきました。ここで気になることは、

「自分は一体誰のために仕事をしてきた
んだろう?」ということです。現地の事情
に即した最適な設計をしたという気持ちは
あるのですが、そこには技術面ばかりを
追及し、はたしてそれを活用する人たち
のプロジェクトに対する「満足感」を考
えてきたのだろうかという疑問が残りました。

■

私は、その後日本の国内でプロジェクト

 

F 

A

 

O

 

で

活
躍
す
る

 

日
本
人

国
連
で
働
く
、と
は
?

No. 20
FAOミャンマー事務所長

今井 伸
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ロン被害、ミャンマー各地での食料安全
保障問題は早急に解決すべき大きな課
題となっています。その一方で、ミャンマ
ー国が保有する膨大な利用可能な水資
源、土地資源そして人的資源の活用を
図ることにより、ミャンマー国のみならず、
アジア地域全般に及ぼす食料安全保障
そして最終的には世界の食料安全保障
に貢献する可能性を有しています。国
際連合が合意し努力しているミレニアム
開発目標（MDGs）では、貧困解消な
どを含めた8つの目標が定められていま
すが、私たちは「何のために?  誰のため
に?」ということを念頭に入れ、現場に適
応可能な最適な技術を駆使して、受益
者が「満足してくれる」仕事を達成しな
ければなりません。

■

FAOでは「世界のすべての人が現在、
将来にわたって持続的な食料を得られ
る」ようにとの思いから、FAOで働くこと
の誇りと、食料安全保障の達成に力を注
いでいます。人間による自然破壊が地球
を苦しめている、そして想像以上に急激
に変化している気候変動による自然災害、
食料生産能力に直接影響を及ぼす土
壌劣化など、人間の尊厳を守るべき食
料安全保障を取り巻く今日の環境はとて
も厳しいものがあり、これからも続く長い
戦いになるでしょう。

うに評価していくのかについて直接携わる
機会を与えられました。当時も、そして
今でも援助対象国となっているバングラ
デシュでのことですが、彼等は「もらうこと」
が当たり前になっていましたし、また、ド
ナー側についても「あげること」が当たり
前になっていたのではないかと思ってい
ます。受益者である農家側から見て「嬉
しくない」、つまり「満足しない」プロジェ
クトは相手にされないということに関連して
います。しかし、だからといって「ただ」
であげることでプロジェクトの目的を達成
するものではありませんから「何のために？
誰のために?」ということを追及する必要
があるわけです。

■

私は、ここで新たな、しかも思いきった
方針を受益者に示しました。それは「プ
ロジェクトはただではないから、全額返し
てください」というものでした。これには、
さすがの援助慣れしている農家の皆さん
も驚いたようですが、具体的なプロジェク
トの計画と、運営方法を技術指導するこ
とにより、具体的に費用対効果が計測さ
れることと、プロジェクトの成功につれて、
受益者の皆さんのプロジェクトに対する
「満足感」が実感として滲み出てくること
を体験しました。この仕組みを具体的な
評価方法で計測したものがVPA（Vecto-

rial Project Analysis）ですが、これはプロ
ジェクトの発展の度合いをTangible（具

体的な形のある）および Intangible（形の

ない）なデータを使って評価したもので、
具体的にプロジェクトの発展度合いを「大
きさ」で表現できるため誰にでも分かりや
すい評価方法といえます。

■

私は、現在FAOミャンマー事務所長を
勤めておりますが、2008年5月のサイク
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ミャンマー北部のラカイン州マングドゥにて、農村の
女性たち。ニワトリの配布を行っている。

サイクロン被害者の経営する小さな店。ミャンマー・
イラワディ管区のラプタ地区にて。
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